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地
区
公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
教
室
》

■
日
時　

12
月
18
日
（
日
）
９
時
〜

■
場
所　

北
方
公
民
館

☆
大
和
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
》

■
日
時　

12
月
18
日
（
日
）
13
時
〜

■
場
所　

大
和
公
民
館　

会
議
室

☆
揖
斐
公
民
館

《
揖
斐
地
区
青
少
年
育
成
区
民
会
議
》

■
日
時　

12
月
6
日
（
火
）

■
場
所　

揖
斐
小
学
校

※
詳
細
は
町
広
報
別
紙
に
て
！

《
し
め
縄
作
り
》

■
日
時　

12
月
24
日
（
土
）
９
時
〜

■
場
所　

揖
斐
公
民
館

■
募
集
人
員　

10
名

■
持
ち
物　

剪
定
鋏
、
ペ
ン
チ

☆　

永
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
講
習
会
》

■
日
時　

12
月
４
日
（
日
）
９
時
30
分
〜

■
場
所　
　

永
公
民
館

《
も
ち
花
作
り
講
習
会
》

■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
9
時
〜

■
場
所　
　

永
公
民
館

《
親
子
料
理
教
室
》

■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
９
時
30
分
〜

■
場
所　
　

永
公
民
館

☆
清
水
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
》

■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
13
時
〜

■
場
所　

清
水
公
民
館

☆
小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
校『
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
世

界
へ
』》

■
日
時　

11
月
29
日
（
火
）
９
時
〜

■
場
所　

小
島
小
学
校

《
し
め
縄
教
室
》

■
日
時　

12
月
17
日
（
土
）
９
時
〜

■
場
所　

小
島
公
民
館

★
『
ぜ
ん
ざ
い
』
で
ま
す
(^o^)

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
清
掃
（
公
民
館
、
体

育
館
）》

■
日
時　

12
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
30
分
〜　

小
島
公
民
館

　
　
　
　

19
時
30
分
〜　

小
島
小
学
校

《
に
こ
に
こ
学
級『
サ
ン
タ
が
小
島
に
や
っ

て
く
る
』》

■
日
時　

12
月
20
日
（
火
）
10
時
〜

■
場
所　

小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
時　

11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

12
月
10
・
17
・
24
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
〜

■
場
所　

小
島
公
民
館

 

学
校
�
�
�

　

視
野
を
広
げ
て

〜
谷
汲
中
学
校
〜 　

　

谷
汲
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
外
部

の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
活
動
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
、
道

徳
の
時
間
に
地
域
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
や
、
地
域
の
方
と
活
動
す
る
行
事

を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。

　　

道
徳
の
時
間
で
は
、
指
導
の
ね
ら
い
に

沿
っ
た
内
容
の
説
話
を
、
地
域
の
方
か
ら

し
て
い
た
だ
く
授
業
作
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
１
年
生
の
勤
労
に
か
か
わ
る

指
導
で
、
あ
る
方
は
図
や
実
演
も
入
れ
て

稲
刈
り
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
思

い
や
り
の
指
導
の
授
業
で
は
、
ご
自
身
の

仕
事
の
中
で
体
験
さ
れ
た
厳
し
く
懐
か
し

い
思
い
出
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
授
業

で
も
、
生
徒
た
ち
は
身
動
き
ひ
と
つ
せ
ず

に
講
師
の
方
の
お
顔
を
み
つ
め
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
奉
仕
清
掃
活
動
「
ク
リ
ー
ン
ズ
」

は
、
昨
年
度
ま
で
学
校
の
周
辺
の
地
域
を

中
学
生
の
み
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
も
っ

と
広
げ
深
め
よ
う
と
、
校
区
の
小
学
校
と

も
協
同
で
、
谷
汲
地
区
全
域
で
行
う
も
の

に
規
模
を
拡
大
し
ま
し
た
。
準
備
か
ら
で

き
る
だ
け
生
徒
の
力
で
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
配
慮
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
区
の
役

員
さ
ん
や
お
う
ち
の
方
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
は
、
地
域
の

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
ま

た
、
地
域
に
対
す
る
思
い
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　　

身
近
な
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で
、
子
ど
も
は
新
し
い
発
見
を
し
ま
す
。

今
年
の
体
育
大
会
で
は
、
祖
父
母
の
方
と

の
競
技
「
ボ
ー
ル
運
び
」
も
種
目
に
加
え

ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
授
業
や
行
事
の

内
容
や
日
程
を
見
直
し
、
生
徒
の
も
の
の

見
方
、
考
え
方
を
広
げ
る
活
動
に
位
置
付

け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。




